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1 は じ め に

青森県では水田の畦畔や法面などの草刈 りが,水稲の

栽培期間中に平均 3回程度行われている。

現在,水 田の管理作業の省力化対策として様々な試み

がなされている°2)3り ,ヽ水 田畦畔や法面などの雑草防

除は,刈払い機等により管理されているのが現状である。

しかし,刈払い機による草刈り作業は危険性が高く,か
つ重労働を強いることから,身体への負担が大きい。

近年,水 田畦畔の草刈り作業の軽減及び代替え技術と

して,畦畔被覆植物が利用されつつある。 しかし,こ れ

ら被覆植物の地域適応性や生育特性などについては,明

らかにされていない4t

そこで,水 田畦畔に有効と思われる被覆植物について,

生育特性等を調査し,有望度を評価したので報告する。

2試 験 方 法

平成 H～ 14年に青森県農林総合研究センター藤坂稲

作研究部の水田畦畔 (黒ボク土)に各被覆植物を定植 ,

もしくは播種し,無肥料条件下において生育状況,被度

の拡大,安定性等を調査した (1区 24ポ )。

供試した畦畔の優先草種は,イ ネ科雑草のオヒシバや

ホソムギで,次いでヒメスイバ, ヨモギがあり,他にオ

オバコやヒメジョオン,ス ギナ等が散見された。

なお,試験初年度及び最終年度を除き,雑草の生育状

況に合わせ,適宜雑草取りを行つた。

供試した草種は以下のとおりである。 ()は試験期間

を示す。

①ノシバ(Hll～ 14)② アジュガ(Hll～ 14)③シ

バザクラ(HH～ 14)④ヨウリンタンポポ(H12～ 14)

⑤ラジノクローバー(H13～ 14)⑥ ヒメイワダレソウ

(H13～ 14)⑦ リシマキア(H13～ 14)・ ③ポテンチラ

(H13)⑨ダイカンドラ(H13)⑩ リュウノヒゲ (H12)

①シロツメクサ(H12)

3 試験結果及び考察

(1)各被覆植物の生育特性 (表 1)

1)ノ シバ :定植後,活着までにやや時間がかかる。踏み

つけには強い。ほふく枝の生長促進と葉の混み合いに

よる病気蔓延防止から適宜草刈りをするのが望ましい

が,あまり強く刈ると生育の回復が遅れる。越冬後も

被度は安定している。有望度は最も高いと思われる。

2)ア ジュガ :耐乾燥性,耐暑性に劣るため,定植初期等

に乾燥状態が続くと枯死株が多くなるほか,高温年は

生育が停滞する。密に生育しているところは良く抑草

するが,適宜雑草取りをしないと被度が下がる。踏み

つ け に や や 弱 い 。

3)シバザクラ :被度の拡大はやや遅いが,適宜草取 りを

することにより生育が旺盛 となり,被度は安定する。

全面被覆による抑草効果は大きいが,踏みつけられる

天端部は生育がやや悪 く裸地化する恐れがある。有望

度は高いと思われる。

4)コ ウリンタンポポ :定植後,乾燥により枯死する株が

やや見 られるが,活着後は生育が旺盛 となる。越冬後

は前年の種子による被度拡大が見られる。密に生育し

ているところは良く抑草するが,適宜雑草取 りをしな

いと被度が下がる。

5)ラ ジノクローバー :播種当該年は被度が高く抑草効果

は保たれるが,越冬後は被度が下がり,適宜雑草取 り

をしないと雑草の生育に負けてしまう。

6)ヒ メイワダレソウ :夏場 (7月 以降)の生育は良い。越

冬後は生育の立ち上が りが遅いため,雑草に負けてし

まう。耐乾燥性があまり高くないとみ られ,乾燥が続

くと枯死株が多くなる。

7)リ シマキア :被度の拡大が旺盛で,密に生育したとこ

ろは良く抑草するが,適宜雑草取 りしないと被度が下

がる。

8)ポテンチラ :生育速度は早いが,株間が離れて増殖す

るため抑草効果が小さい。

9)ダイカン ドラ :出芽した個体が小 さいため,雑草に負

けてしまう。

10)リ ュウノヒゲ :被度の拡大が遅い。越冬後に生育が

停止 し,被度の拡大が見られなかつた。

11)シ ロツメクサ :被度の拡大がやや遅い。適宜雑草取

りをしないと被度が下がる。

(2)考察

各被覆植物とも定植及び播種は春に行つたが,その後

の生育の良否は草種によつて異なつた。その理由の 1つ
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として,青森県は寒冷地に位置することか ら,春先にお

ける気温の確保が難 しいとい うことが挙げられる。この

ため,利用可能とする被覆植物は,越冬後の生育が良好

で,かつ低温条件においても被度の拡大が早い草種が必

然的に望まれる。

また、今回供試 した被覆植物は,いずれも被度が十分

に拡大し安定するまで適宜雑草取 りを必要 とし, さらに

被度の維持のため,その後も適宜雑草取 りをする必要が

あつた。 (表 2)。

このことから,畦畔被覆植物を導入することにより,

必ず しも畦畔管理作業は減ぜ られないが,刈払い機によ

る草刈 り回数が減ることで,作業強度は軽減 されると考

えられた。

4ま と め

水田畦畔における被覆植物として利用可能 と思われる

11草種について,被度拡大や抑草効果等の生育特性を

調査 し,その有望度を評価 した。その結果,ノ シバが最

も有望であつた。次いで,やや欠点はあるもののシバザ

クラが有望草種であつた。ただし,これ らの被覆植物を

利用した場合においても,被度の拡大や安定性保持に適

宜雑草取 りを必要 とするため,必ず しも畦畔管理作業は

減ぜ られないが,作業強度が軽減されると考えられた。
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1 した

草 種 名 被度拡大 抑草効果 安定性 有望度

ノシバ ○ ◎ ◎

アジュガ ○ ○ ▲ □

シ バ Fク ラ ▲ ○ ○ ○

コウリンタン 〇 ○ ▲ □

ジノクローバー ○ □ ▲ ▲

ヒメイフダレソウ ▲ ▲ ▲ ×

リシマ キア ▲ ▲ ▲ ×

テ ンチ □ × ▲ ×

イカン ドラ × × × X

リュウノ ヒゲ × × × ×

シロツ ▲ ▲ ▲ ×

:◎高い (良 い)○ やや高い (やや良い)□普通 ▲やや低い (やや悪い)×低い(悪い)

*の各草種は、最終年での適宜の雑草取りは行わなかつた
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